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研究成果の概要（和文）：本研究は、タイ、中国、日本の地場の自動車部品サプライヤーを比較分析し、その進化経路
と能力構築の違いを明らかにした。自動車産業における部品企業の能力評価は、これまで製品設計能力で測る傾向が強
かった。一方で、我々の研究対象であるタイ、中国の地場サプライヤー多くは二次サプライヤーで、賃加工や組立請負
に特化するものが多く、浅沼の枠組みで評価するといずれも「貸与図段階にある」という一義的な評価しかできない。
そこで本研究では、改めて地場サプライヤーの特性も捕捉できる新しい評価枠組みを設定し、タイ、中国、日本の地場
二次サプライヤーの能力評価を試みた。

研究成果の概要（英文）：For this study, a comparative analysis was conducted on a case study of local 
Thai, Chinese, and Japanese automotive parts suppliers, and differences in evolutionary paths and 
processes for development of capabilities were identified.

研究分野： 国際経営
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１． 研究開始当初の背景 

今日の世界経済は、アジアなど新興国へ成

長の中心がシフトし、日系製造企業のアジア

進出も相当程度進んだ。しかし、アジアの日

系製造企業の部品、原材料の調達先は同じく

現地に進出した日系部品企業が中心となり、

現地地場企業との取引は少ない。背景には、

現地地場企業の技術レベルが低く、日系企業

が必要とする品質水準が保てないことが先

行研究で指摘されている（たとえば、山本

（2012）「タイ自動車関連投資の新トレン

ド」）。しかし一方で、これら現地地場企業は、

欧米製造業との取引関係を徐々に拡大して

いる現状もあり、彼らの技術水準を低いとす

るのはやや性急ともいえる。以上のような実

態を踏まえて、本研究では、「日系企業がア

ジア地場企業をうまく活用できないのは、単

なる相手の技術力の問題を超えて、双方のも

のづくり思想・特質が異質であるためではな

いか」という仮説を置いている。経営学にお

いては、製品アーキテクチャ論やイノベーシ

ョン論など「ものづくりの思想・特質」を分

析する枠組みがある。我々は、こうした枠組

みを援用するとともに、技術的要素を明示的

に扱う技術マネジメント論も動員して、学際

的なアプローチで上記仮説の検証に取り組

みたい。アジア地場企業のイノベーション能

力（潜在力）を評価し、その育成と活用に関

して明確な道筋の設定にもつながる本研究

は、新興国市場で高コスト問題を抱える多く

の日系企業にとって実務的な意義が大きい

と考えている。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、自動車産業を事例にアジ

ア地場企業のものづくり能力の実態を解明

し、そのイノベーションの潜在力を評価する

ことである。具体的には、主に日本企業やア

ジアの日系企業との比較を通じて、アジア地

場企業の技術レベルやイノベーション能力

の多寡をはかるとともに、ものづくりの思

想・特質の違い（例：すり合わせ型／モジュ

ール型、ネットワーク型／統合型）を、アジ

アの市場特性および技術特性双方の視点も

考慮しながら、重点的に浮き彫りにする。そ

して、最終的には先進国（日本）企業のモデ

ルとは異なるアジア独自の「ものづくりモデ

ル」とは何か、また日本企業がこれらアジア

の地場企業を取り込んだアジア大の生産分

業ネットワークを構築するための課題は何

か、までを明らかにしていきたい。 

 

３．研究の方法 

第一に、土台となる分析枠組みの構築である。

具体的には製品アーキテクチャ論、ものづく

り・イノベーション論、技術マネジメント論、

多国籍企業グローバルビジネス論を援用し

て設定する。第二に、アジア地場企業の実態

調査の実施である。具体的には、製造業の基

盤が整っているといわれるタイおよびそう

した基盤が発展途上のインドネシア、インド

をとりあげる。実態調査実施にあたっては、

アジア地域に広範なネットワークを持つ外

部協力者の協力を仰ぐ。外部協力者である山
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時代の同僚であり、これまでも数多くの協業

の実績がある。第三は、日本とアジアの国際

比較である。この比較分析によって、アジア

地場企業のものづくりの独自性／普遍性の

具体的中身と程度が、比較の文脈で明らかに
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なる。 

 

４．研究成果 

本研究は、タイ、中国、日本の地場の自動

車部品サプライヤーを比較分析し、その進化

経路と能力構築の違いを明らかにした。自動

車産業における部品企業の能力評価につい

て、これまで評価枠組みの基盤的存在になっ

てきたのが浅沼萬里の研究である（Asanuma，

1989；浅沼，1997）。浅沼の特徴は、製品設

計能力に着目し、貸与図から承認図へ向かう

図面形態の発展によって、サプライヤーの進

化を定式化したことであった。一方で、我々

の研究対象であるタイ、中国の地場サプライ

ヤー多くは二次サプライヤーで、賃加工や組

立請負に特化するものが多く、浅沼の枠組み

で評価するといずれも「貸与図段階にある」

という一義的な評価しかできない。しかし

我々は、これまでの訪問調査によって、製品

設計能力を持たなくとも事業を長年持続さ

せている企業を多数目にしてきた。そこで本

研究では、改めて地場サプライヤーの特性も

捕捉できる新しい評価枠組みを設定し、タイ、

中国、日本の地場二次サプライヤーの能力評

価を試みた。 

枠組みについては、従来の製品設計能力に

加えて、新たに二つの評価軸を導入した。一

つ目の評価軸が工程設計能力である。工程設

計能力とは、工程の改善や装置の改良、ある

いは治具、工具、製造装置や金型の自社設計

（カスタマイズ）や自社生産を通じて工程を

最適化し、コスト削減と品質向上を目指す能

力である。製品設計能力を有しない部品企業

でも、この工程設計能力を強化することで生

産性の向上をはかり、顧客からの信頼を得る

ことができる。二つ目は、事業の多様化を図

るドメイン設計能力である。分野や顧客の多

様化によって、特定の分野や顧客への依存か

ら脱し、事業基盤の安定化をはかることがで

きる。本研究では、浅沼の評価軸（製品設計

能力）に、工程設計能力とドメイン設計能力

を加えた三軸で、地場二次サプライヤーの評

価を行った。 

具体的には、以下のように研究を展開して

きた。最初に、部品企業の能力評価にかかる

先行研究の議論をサーベイした。そして、先

行研究が着目する製品設計能力だけでは、ア

ジアの地場サプライヤーの能力評価を測る

枠組みとしては不十分な点を指摘した。次に、

本論文の分析枠組みを検討した。アジア地場

二次サプライヤーの能力評価を捕捉する視

点として、製品設計能力に加えて、工程設計

能力とドメイン設計能力の三軸が有用であ

ることを論じた。続いて、実態調査の方法を

検討し、その後に調査結果を分析した。調査

結果の分析では、三軸で評価した結果をタイ

企業、中国企業、日本企業ごとにマッピング

して示した。つづいて、分析結果の考察を行

った。企業国籍ごとにみられた共通点と相違

点の背景を検討した。最後に、全体の分析を

まとめるとともに、本稿が残した課題に言及

して研究の結びとした。 
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